
F
g
冨
自
向
吉
田
国
歯
切
第
um
回
演
奏
会

昨
年
の
総
会

・
懇
親
会
が
終
わ
っ
て
二
週
間
目
の
叩
月
初
日

所
沢
の
「
ミ
ュ
ー
ズ
マ

l
キ
l

ホ
!
ル
」
で
開
か
れ
た
、

M
河
合
和
子
さ
ん
が
出
演
さ
れ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
「

F
g

z
g仏
O
E
B
第
M
回
演
奏
会
」
を
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

河
合
さ
ん
の
パ

l
ト
は
ギ
タ
l
、
何
と
こ
の
演
奏
会
が
始
ま

る
以
前
、
同
好
の
方
々
が
集
ま
っ
て
練
習
を
開
始
し
た
と
き
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
、
第
1
回
演
奏
会
か
ら
連
続
出
演
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

第
l

・
第
2
マ
ン
ド
リ
ン
(
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
役
)
、
マ
ン
ド
ラ

(
ビ
オ
ラ
)
、
マ
ン
ド
セ
ロ
(
チ
ェ
ロ
)
、
ギ
タ
ー
が
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
弦
楽
器
に
取
っ
て
代
り
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
、
管
楽
器
、
打
楽
器
、
ピ
ア
ノ
が
加
わ
っ
て
総
勢
位
名

(
全
員
女
性
)
の
堂
々
た
る
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

指
揮
、
演
奏
指
導
の
青
山
忠
氏
は

Z
M
冨自門戸
O
E
B
の
指
導

を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
、
ソ
ロ
、

N
響

・
東
フ
ィ
ル
な
ど
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
、
ミ
ラ
ノ
オ
ペ
ラ
座
他
オ
ペ
ラ

へ
の
参

加
、
∞
録
音
等
マ
ン
ド
リ
ン
の
世
界
で
は
著
名
な
方
で
す
。

昨
年
話
題
と
な
っ
た
映
画
「
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
」
「
風
立
ち
ぬ
」

の
メ
イ
ン
テ

l
マ
を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

8
0
0
人
収
容
の
ホ
!
ル
は
ほ
ぼ
満
員
の
盛
況
、
演
奏
会
は

二
部
に
分
か
れ
第
一
部
で
は
哀
愁
を
帯
び
た
「
小
鳩
」
、
青
空

を
思
わ
せ
る
「
セ
グ
イ
ラ
の
空
」
、
お
な
じ
み
の
「
パ
リ
の
空
の

下
」
「
枯
葉
」
「
愛
の
賛
歌
」
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
メ
ド
レ
ー
、
ア
ラ
ビ

ア
風
の
調
べ
が
入
る
「

U
2
2
m
g
o」
(
窓
口
∞
の
歌
う
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
見
た
よ
う
な
)
、
「
司
5
m
g
o」
は
ジ
プ
リ
映

画
「
お
も

ρぷ
ぽ
ろ
ぼ
ろ
」
で
高
畑
勲
監
督
訳
調
の
「
愛
は
花
、

君
は
そ
の
種
子
」
が
キ
題
歌
に
な
り
、
都
は
る
み
が
コ
ブ
シ
を

効
か
せ
ず
に
歌
い
ま
し
た
。

第

一
部
の
最
後
は
フ
ル
ー
ト
も
入
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫

力
を
感
じ
さ
せ
る
「
序
曲
第

一
番
イ
長
調
(
穴
ヴ
エ
ル
キ
)
」
、

マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定
番
曲
で
す
。

休
憩
を
挟
ん
だ
第
二
部
は
こ
れ
恥
お
な
じ
み
の
「
い
い
日
旅

立
ち
」
「
時
代
」
で
始
ま
り
、
懐
か
し
い
「
街
の
灯
」
「
キ
ッ
ド
」
「
ラ

イ
ム
ラ
イ
ト
」
「
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ズ
」
な
ど
の
音
楽
を
奏
で
る
「
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン

・
メ
ド
レ
ー
」
と
続
き
ま
し
た
。

最
後
を
飾
っ
た
の
が
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に

数
多
く
の
曲
を
作
っ
た
鈴
木
静

一
氏
作
曲
「
ス
ペ
イ
ン
第
二
組

曲
」
で
す
。
ピ
ア
ノ
、
管
楽
器
、
打
楽
器
が
加
わ
っ
た
フ
ル
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
、
汽
車
が
カ
タ
タ
ン
、
カ
タ
タ
ン
と
走
る
音
、
モ

ロ
ツ
コ
へ
の
憧
慣
を
込
め
た
イ
ス
ラ
ム
の
調
べ
、
闘
牛
場
の
熱

狂
な
ど
音
で
情
景
を
眼
前
に
見
る
か
の
よ
う
に
描
写
し
た
音
楽

で
す
。

ア
ン
コ
ー
ル
は
こ
れ
ま
た
懐
か
し
い
映
画
「
ド
ク
ト
ル

・
ジ

パ
ゴ
」
よ
り
「
ラ
ラ
の
テ

l
マ
」
、
満
場
の
拍
手
の
中
、
成
功

裡
に
演
奏
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

多
く
の
曲
で
は
指
揮
者
が
先
ず
ギ
タ
ー
を
向
い
て
指
揮
棒
を

振
り
下
ろ
す
と
イ
ン
ト
ロ
が
始
ま
り
、
し
ば
ら
く
置
い
て
マ
ン

ド
リ
ン
の
ト
レ
モ
ロ
が
沸
い
て
く
る
よ
う
に
続
き
ま
す
。

ギ
タ

l
は
イ
ン
ト
ロ
の
他
、
重
要
な
和
音
で
の
伴
奏
、
そ
し

て
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
奏
で
る
な
ど
大
活
躍
さ
れ
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

2
時
間
近
い
演
奏
の
た
め
に
出
演
者
の
方
々
全
員
す
ご
い
練

習
を
さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
演
奏
会
が
終
わ
っ
て
か

ら
泣
尾
川
原
奈
美
江
さ
ん
に
お
目
に
掛
か
り
、
互
い
に
「
と
て

も
良
い
演
奏
会
だ
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

後
で
河
合
さ
ん
に
伺
う
と
他
に
も
何
人
か
千
里
山
会
員
で
聴

き
に
来
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

今
年
の
演
奏
会
は
所
も
閉
じ
所
沢
「
ミ
ュ
ー
ズ
マ

l
キ
l

ホ
ー
ル
」
で
叩
月
日
日
(
土
)
同
時
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。

入
場
無
料
、
興
味
あ
る
方
は
聴
き
に
行
か
れ
ま
す
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。

編
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記
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